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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・部署懇談会　18日　19:00～21:00　外来・通所・五福　実施予定

　　　　　　　24日　18:00～20:00　コメディカルグループ実施

・本日17:30～アドバイザー会議実施。木村が出席。

・勤務変更あり

18日～　木村　　有休　→　ナイトケア勤務　　

下舘　　ナイトケア勤務　→　デイケア勤務

　　20日～　木村　　デイケア勤務　→　ナイトケア勤務

　　　　下舘　　ナイトケア勤務　→　デイケア勤務

30日～　山田　　デイナイトケアＢ勤務　→　ナイトケア勤務

　　　　中野渡　ナイトケア勤務　→　デイナイトケアＢ勤務

・9日～13日の間に、人事考課面接を実施する為、各自予約を入れる事。面接の際には、各自面接

シートを準備してから臨む事。

・16日より、目標面接シートを記入してもらい、後日面接実施予定。記入期限は１週間とする。

・インフルエンザが流行してきている為、各自体調管理を徹底する事。又、作業療法スタッフが罹患した為、下舘ＧＯＭが作業棟へ行き、不在となる可能性あり。

・伝達講習の参加率が徐々に低下してきている為、参加可能なスタッフは参加する事。

・オーダリングシステム導入による不備は、徐々に改善していく為、不都合があった際には庶務に

相談する。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～旦那様と来院。調子が良くなった為、ドグマチールはもういらないと話される。
　　　　　　　　先月生理がなかったが、今月１日に生理がきた事を報告されている。

· 横町　浩様　　～両足全体にエルタシン軟膏塗布している為、処方となっても１週間で無くなると
　　　　　　　　話される。先週土曜の夜から日曜の昼まで寝ていた為、日曜の夜に睡眠をとる
　　　　　　　　事が出来なかったと報告されている。

· 伊藤　雄一様　～住所変更の手続きを自分で行ってきたと話され、住所変更に伴い国民保険へ変更
　　　　　　　　となったと報告される。減薬後、日中の眠気が無くなったが、夜間の睡眠は十分
　　　　　　　　に取る事が出来ているとの事。

· 田澤　勝敏様　～十和田に住んでいる弟様と青山荘スタッフで、退所後について話し合いを設ける
　　　　　　　　予定と話される。アルツハイマーについて気にする発言聞かれているが、外来医
　　　　　　　　より心配ないこと説明受けている。

· 関　秀治様　　～仕事中に他の事を考える事がなくなってきたと話される。

· 田名部　一樹様～昨日、デイケアで右第１指を切った事を報告。止血しており、創部を確認するが、
　　　　　　　　消毒後、伴創膏のみの処置を行っている。本日より、入浴しても良いと許可あり、
　　　　　　　　１週間程で完治すること説明している。

· 関口　禅様　　～日曜から１週間外泊訓練へ行く事を報告。外泊は苦痛となる事はなく、楽しみと
　　　　　　　　話されている。

· 横山　耕生様　～火曜日が外来日であるが、来週は外泊中の為、明日外来受診し内服薬処方とする
　　　　　　　　事としている。

＜利用者様情報＞　
· 溝越　キク様～本日来所。来所時には、はにかむ様子見られているが、拒否的な言動は無く、
　　　　　　　他メンバーとの交流ももたれている。内服薬の持参忘れはない。来所後の血圧
　　　　　　　168/107mmHg。体重増加している事を気にしており、昼食は副食の残食見られて
　　　　　　　いる。

· 袴田　淑子様～青山荘より情報提供。5/30青山荘退所予定だが、退所後の生活環境について
　　　　　　　御家族は、青風荘を希望しているが、本人は自宅での生活を希望。ご家族からは、

家に来るとイライラする」との訴え聞かれている。
　　　　　　　　　4/14～4/22まで外泊して自宅での生活を体験。自分の生活能力を自覚して頂く
　　　　　　　　　機会とし、期間中はバスを利用してデイケア利用する。デイケア通所前に１度
　　　　　　　　　青山荘へ帰荘し、生活状況の見直しを図っていく。
　　　　　　　　　主治医より、外泊期間中は身の回りの事を、ご家族が手伝う事の内容説明受け
　　　　　　　　　ている。

· 田中　正士様～先日、便検査しているが、潜血反応（－）との事。
　　　　　　　本日来所しているが、顔色不良。運動等は体調を考慮して休むように説明している
　　　　　　　が、他メンバーから声を掛けられると、卓球などに休む事無く参加されている。

＜デイケア事例検討＞

澤　昌利様　（35）　統合失調症　　利用開始後　2年4ヶ月

○最近の様子～禁煙外来通院し、禁煙は継続できている。
　　　　　　　⇒　禁煙後から体重増加傾向にあり、本人も気にしている様子。（現在98kg）

○デイケア治療計画
　・週1度、来所時の面接で、１週間の様子を確認し、必要なアドバイスの実施。

　　服薬について･･･「飲んでる、飲んでる」「もう病気になりたくない」と慌てたように話される。

　　気分について･･･「落ち込んでいる」と話す。慢性での無為・自閉が認められる。


再燃の徴候など客観的に伝える。⇒　気分がゆったりと出来る生活。

　　　　　　　　　　　　　　　　　生活にメリハリを付ける。

（現在、通所日以外は１日ゴロゴロして過ごされているとの事）

○御家族からの情報（ご家族からの要望）

・通所日がどんなに少なくても良いから、デイケアを継続して利用してもらいたい。又、本人の

様子についても、相談に乗って欲しい。

　・本人へも、「やめたい」と訴えてこられたとしても、通所を継続していく事が必要である事を　　　説明して欲しい。

○以前の経過として

　通所利用後１年が経過した頃、本人からデイケア利用について相談あり。

内容「調子が悪いと怒りっぽくなるけど、今は無いし家での生活も出来ている。怒りっぽい事は

無いでしょ？今は調子が良いから、デイケアは必要ない。薬もちゃんと飲んでるし。」

　上記訴えあり、主治医及びご家族と相談し、デイケア利用を週２回（火・木）　→　週１回（木）へと、変更となっている。

　自分のペースでの生活は出来ているが、外来受診やデイケア利用日の前日には緊張が強いと訴え聞かれている。

　　　　　　　　　今のペースを認めながらも、現状が本人にとって最高の状態ではない事も同時に

伝えていく必要がある。

佐藤　朗子様　（28）　統合失調症　　利用開始後　5年

○情報・職業訓練実施中。４月より訓練の日程が変更となり（月・火　⇒月・火・水）週３日となっている。同時にデイケア通所日も変更。

　　　・３月の面談時には、４月からデイケア通所を金曜のみとしたいと希望聞かれていたが、本日木・金曜日の利用としたいと相談あり。（昨日は疲労の為、デイケア欠席）

　　　　→　来週１週間を本人の希望通り木・金曜日での通所利用とし、その翌週に面談実施。

本人の体力・疲労度などを考慮して、今後のデイケア通所日を検討していく。又、随時主治医へも情報提供していく。

○今後の目標

　・今まで“生活リズムの確立”を目標としてたが、生活状況を具体的に確認すると、生活リズムが確立できていると判断された為、本人と話し合い目標を変更している。

　　　　　　　仕事による疲労で生活が乱れる事の無い様、体力をつける。

　　

・目標達成の手段として、先月本人が毎日のダンベル運動を考えていた。

・今月の面談にて１ヶ月間の振り返りと、今後の目標に向けた計画の立案を一緒に実施する。










